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令和７年度各会計決算

令和７年度決算　事務・事業は概 ね効果的に執行
 ふるさと納税2億3854万円増加　自主財源確保に大きく期待

認
定

会計別 歳　入 前年度比 歳　出 前年度比 差引余剰額 議決の内容
一 般 会 計 56億1769万円 10.8％    55億1979万円 10.9％  9789万円 全員賛成
国民健康保険特別会計 　 3億1418万円 ▲ 9.5％ 　 3億0255万円  ▲ 10.6％       1162万円 全員賛成
診 療 所 特 別 会 計           3516万円 　 ▲ 6.7％            3516万円 　 ▲ 6.7％              0 全員賛成
介 護 保 険 特 別 会 計 　 3億0333万円 ▲ 1.6％ 　 2億6161万円  ▲ 4.7％       4172万円 全員賛成
後期高齢者医療特別会計           5355万円  6.8％           5306万円  6.4％            48万円 全員賛成

合　　　計    63億2393万円   8.8％    61億7220万円  8.7％  1億5173万円

簡易水道
事業会計

収益 　 9747万円 - 　 1億0175万円 - 318万円 全員賛成資本 3500万円 - 5205万円 - ▲ 1705万円

農業集落排水
事業会計

収益       7813万円 - 7935万円 - ▲ 122万円 全員賛成資本 0万円 - 1138万円 - ▲ 1138万円

　

令
和
７
年
度
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
と
も
に
事
務
・
事
業
が

概
ね
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、
健
全

財
政
を
基
本
と
し
て
、
産
業
の
振

興
、
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
の

整
備
、
教
育
の
充
実
、
定
住
促
進

な
ど
重
点
施
策
が
推
進
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
る
。
基
金
や
公
有

財
産
の
運
用
に
つ
い
て
も
適
正
か

つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
自
主
財
源
の

柱
で
あ
る
村
税
は
、
個
人
法
人
と

も
に
村
民
税
が
増
収
と
な
り
、
村

た
ば
こ
税
や
入
湯
税
は
減
少
し
た

も
の
の
、
全
体
で
１
９
８
９
万
円

の
増
収
と
な
っ
た
。
公
営
住
宅
や

牧
野
、
営
農
用
水
な
ど
の
使
用
料

も
減
少
し
、
物
価
高
騰
に
よ
る
生

活
困
窮
者
の
な
ど
に
よ
り
住
宅
使

用
料
の
未
収
額
が
拡
大
し
た
。
財

産
収
入
は
増
加
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
は
２
億
３
８
５
４
万
円
の
増

と
な
り
、
自
主
財
源
確
保
に
大

き
な
期
待
を
よ
せ
る
。
繰
入
金

は
、
笑
顔
が
輝
く
移
住
定
住
応

援
基
金
や
減
債
基
金
繰
入
金
に

よ
り
１
８
２
３
万
円
の
増
、
諸

収
入
も
増
加
し
た
。

　

依
存
財
源
で
は
、
地
方
交

付
税
が
２
億
４
３
８
１
万
円

増
加
し
た
。
国
庫
支
出
金
は

学
校
改
修
補
助
金
の
減
の
一

方
で
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革

支
援
補
助
金
な
ど
に
よ
り

８
３
４
０
万
円
の
増
、
村
債
は

鶴
中
大
規
模
改
修
事
業
の
減
少

で
１
億
６
６
１
６
万
円
の
減
と

な
っ
た
。

　

今
後
は
、
庁
内
一
体
と
な
っ

た
徴
収
体
制
の
強
化
、
滞
納
整

理
、
納
税
意
識
の
啓
発
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
充
、
安
全
で
有

効
な
基
金
運
用
な
ど
に
よ
り
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
事
務
事
業
の
効
果
検
証

や
経
費
節
減
を
進
め
、
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運

営
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
の
実
現
が
求
め
ら
れ

る
。

一般会計決算のあらまし
①歳入決算額は 56 億 1769 万円となり、前年度より 5 億 4937 万円の増となった。
　地方交付税やふるさと納税などの増加が主な要因である。
②自主財源の村税は 1988 万円の増収となった。村たばこ税、入湯税が減少したが軽
　自動車税、村民税は増加となった。
③ふるさと納税は 2 億 3854 万円の増加となった。

監

査

意

見
代表監査委員
灰塚 玲子  氏

議会費
5117万円

0

1000000

2000000

3000000

4000000

5000000

6000000

地方交付税
27億0250万円

村税
4億2778万円

使用料・寄付金等
8億1769万円

諸収入
4498万円

その他の交付金

村債（借入金）
7億0670万円

道支出金
3億2624万円

国庫支出金
3億4669万円

公債費（返済金）
6億6099万円

民生費
5億3137万円

土木費
4億4641万円

給与費
6億2976万円

農林産業費
5億5318万円

総務費
16億3767万円

教育費
5億0652万円

消防費

衛生費

商工費

自
主
財
源

依
存
財
源

一
般
会
計
歳
出
５
５
億
１
９
７
９
万
円

▶地方交付税の推移

▶基金残高(貯金)の推移(特別会計含む）

▶借入金の推移(一般会計)

0

5 億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 年度

２
１
億
７
９
２
１
万
円

２
１
億
０
３
９
６
万
円

２
０
億
２
０
３
８
万
円

２
０
億
１
１
４
６
万
円

２
０
億
６
０
２
０
万
円

２
３
億
２
８
８
９
万
円

２
３
億
４
８
６
１
万
円

２
３
億
９
６
４
１
万
円

２
４
億
５
８
６
９
万
円

２
７
億
０
２
５
０
万
円

0

10億

20 億

30 億

40 億

50 億

60 億

70 億

３
８
億
８
７
２
４
万
円

３
６
億
４
３
７
４
万
円

３
６
億
１
９
８
４
万
円

４
２
億
４
５
３
２
万
円

４
４
億
７
３
１
５
万
円

５
５
億
１
４
４
０
万
円

５
６
億
９
４
９
１
万
円

６
４
億
１
１
２
４
万
円

６
７
億
１
９
２
２
万
円

６
７
億
９
０
５
６
万
円

28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 年度

0

10 億

20 億

30 億

40 億

50 億

60 億

70 億

80 億

６
９
億
８
８
６
５
万
円

６
８
億
６
４
９
７
万
円

６
８
億
０
０
１
６
万
円

６
７
億
５
６
８
５
万
円

６
６
億
５
３
７
６
万
円

７
０
億
０
６
８
６
万
円

６
９
億
３
５
１
１
万
円

７
０
億
８
７
６
３
万
円

７
３
億
７
９
８
０
万
円

７
７
億
１
６
６
０
万
円

28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 年度

一
般
会
計
歳
入
５
６
億
１
７
６
９
万
円

令和７年度
の決算はど
うなった？

2億4511万円
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議会だよりつるい　№191№ 191　　 議会だよりつるい　№191№ 191

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
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日

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
10
～
14
日 令和７年度決算

　令和年度決算を棒グラフや表にまと

めました。
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歳入
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1億7383万円



４５

  

決
算
委
員
会
９
月
11
～
14
日

  

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会
９
月
11
～
14
日

議会だよりつるい　№191№ 191 議会だよりつるい　№191№ 191

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
こ

の
発
表
会
に
は
、
私
も
参
加
し
た

が
非
常
に
良
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
。
そ
の
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
壇

し
た
企
業
と
の
つ
な
が
り
は
？

▽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

 

ト
ラ
ベ
ル
発
表
会

２
１
０
万
円

松井俊治 委員長 

  令和７年度決算で議員が   注目した事業は？
決算委員会では５委員が    80の質問をしました！

　令和７年度一般会計および特別会計の各会計決算は、 松井廣道

議長と監査委員の大津泰則議員を除く 7 議員で構成される決算特

別委員会を設置し、 これに付託して審査を行いました。

　事業内容や事業効率、 効果などについて活発な質疑を行い、 議

案ごとに討論、採択を行った結果、全ての議案を 「認定すべきもの」

と決定しました。

決算特別委員会のあらまし

決算
特別委員会

企
画
財
政
課
長

▽
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

 

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
民
間

の
実
行
委
員
会
が
開
催
し
て
い

る
。
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る

と
思
う
が
、
実
行
委
員
長
に
ど
ん

な
状
況
か
聞
き
た
い
。

▽
出
生
数

　
　

の
推
移
は

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

鶴
居
村
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
経
費
の
割
合
が
低
い
と
聞
く

が
、
具
体
的
に
は
？

　
　

令
和
７
年
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
寄
付
が

８
８
０
０
万
円
ほ
ど
が
集
ま
り
、

さ
ら
に
、
返
礼
品
な
し
の
寄
付
が

８
０
０
０
万
円
ほ
ど
あ
っ
た
。
そ

の
分
、
経
費
の
割
合
が
低
く
抑
え

ら
れ
た
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税

企
画
財
政
課
長
補
佐

３
億
７
８
７
６
万
円

２
７
万
円

　
　
　
　

板
宏
哉
実
行
委
員
長

　
　
　
　

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
年
で
５
年

目
を
迎
え
る
。
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

レ
ー
ス
が
北
海
道
で
は
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
参
加
者
が
１
０
０

人
を
超
え
る
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
北
海
道
で
は
最
大
規
模
の

レ
ー
ス
と
な
る
。

　

ま
た
、
村
民
の
レ
ー
ス
参
加
者

が
非
常
に
増
え
て
い
る
の
も
大
き

な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
レ
ー
ス
に
参
加

し
て
も
し
な
く
て
も
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
に
し
た
い
。

▽
地
域
お
こ
し

　
　
　

協
力
隊

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

今
は
終
身
雇
用
の
時
代

と
は
違
い
、
自
分
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
た
め
に
転
職
を
す
る
若

者
も
多
い
。
相
手
の
人
生
を
預
か

る
と
い
う
よ
り
も
、
村
が
必
要
だ

と
考
え
れ
ば
募
集
す
る
べ
き
だ
と

思
う
。
実
際
に
募
集
し
て
か
ら
応

９
３
０
万
円

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
る
地
域
も

あ
る
が
、
協
力
隊
へ
の
評
価
は
？

　

平
成
26
年
か
ら
今
ま
で
11
人
の

隊
員
を
任
用
し
て
い
る
。
村
が
隊

員
に
役
割
を
お
願
い
す
る
こ
と
で

定
着
し
て
き
て
い
る
。
自
分
の
得

意
分
野
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を

し
て
お
り
、
非
常
に
評
価
し
て
い

る
。
た
だ
、
採
用
に
は
相
手
の
人

生
を
預
か
る
重
い
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
簡
単
に
増
や
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

副
村
長

▽
え
ん
れ
い
荘

　

の
経
営
支
援

４
１
３
４
万
円

募
が
あ
る
ま
で
の
期
間
は
？

　

現
在
、
協
力
隊
員
を
１
人
募
集

し
て
い
る
が
、
数
か
月
経
過
し
て

応
募
が
や
っ
と
あ
る
よ
う
な
状
況

な
の
で
、
採
用
に
は
き
ち
ん
と
対

応
し
た
い
。

副
村
長

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
事

業
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
企
業

と
は
息
の
長
い
付
き
合
い
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
現
状
は
コ
ン

タ
ク
ト
は
と
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
折
に
触
れ
協
力
し
て
い
く
。

▽
夢
の
杜
団
地

内
支
障
木
伐
採

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

夢
の
杜
団
地
に
あ
る
村

有
地
の
支
障
木
を
伐
採
し
た
が
、

近
隣
住
民
か
ら
薪
と
し
て
利
用
し

た
か
っ
た
と
の
声
も
聞
く
。
伐
採

し
た
木
の
処
分
方
法
は
？

　

支
障
木
を
２
０
９
本
伐
採
し

た
。
一
部
の
小
さ
な
木
は
、
近
隣

住
民
の
薪
と
し
て
常
識
の
範
囲
内

で
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は

業
者
が
適
切
に
処
分
し
て
い
る
。

８
１
８
万
円

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

介
護
老
人
保
健
施
設
え

ん
れ
い
荘
の
経
営
を
支
援
し
て
い

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
？

　
　

つ
る
い
養
生
邑
病
院
の
閉
院

に
伴
い
、
え
ん
れ
い
荘
に
経
営

支
援
を
し
て
い
る
。
７
年
度
当

初
は
３
６
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、

９
０
０
万
円
追
加
し
た
。
最
終
的

に
は
６
３
３
万
円
の
返
還
を
受
け

て
い
る
。
８
年
度
も
３
６
０
０
万

円
を
予
算
計
上
し
て
お
り
、
７
年

度
と
同
様
に
経
営
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
精
査
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
課
長

▽
あ
す
ぽ
っ
と

の
土
日
営
業
は

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

村
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
ぽ
っ
と
」
は
、
土
日
や
夜

間
は
営
業
し
て
い
な
い
。
住
民
か

ら
営
業
要
望
が
あ
る
と
思
う
が
？

　
　

土
日
や
夜
間
の
営
業
の
要
望
は

聞
い
て
い
る
。

　

管
理
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
会

の
人
員
の
問
題
や
、
こ
の
施
設
の

目
的
が
「
福
祉
の
拠
点
施
設
」
で

あ
る
た
め
、
実
現
し
て
い
な
い
。

　

現
状
で
は
、
フ
ァ
ミ
ス
ポ
ア
ッ

プ
や
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の

で
、
土
日
や
夜
間
営
業
の
必
要
性

は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

　

も
う
少
し
状
況
を
見
極
め
て
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
議
を
図
り
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

令
和
７
年
度
の
出
産
祝

金
の
件
数
は
７
件
だ
っ
た
。
出
生

数
の
推
移
は
？

　
令
和
６
年
度
は
11
人

　

令
和
７
年
度
は
10
人

　

令
和
８
年
度
は
８
人
の
見
込
み

保
健
福
祉
課
参
事

▽
保
育
所
の

園
児
の
人
数
は

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

鶴
居
保
育
所
の
園
児
の

人
数
は
？

　

令
和
８
年
度
４
月
１
日
現
在

　

未
満
児
が
13
人

　

３
歳
児
が
12
人

　

４
歳
児
が
８
人

　

５
歳
児
が
16
人

　
　

合
計　

49
人

保
健
福
祉
課
長



  令和７年度決算で議員が   注目した事業は？
決算委員会では５委員が    80の質問をしました！

６７ 議会だよりつるい　№191№ 191　　 議会だよりつるい　№191№ 191

  

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会
９
月
11
～
14
日

決算
特別委員会

▽
指
定

　

管
理
者
制
度

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

村
は
複
数
の
施
設
を
指

定
管
理
者
制
度
で
運
営
し
て
い

る
。
指
定
管
理
者
の
選
定
や
指
定

管
理
料
の
改
定
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
評
価
を
？

　
　

行
政
側
が
直
接
運
営
す
る
よ
り

も
、
民
間
の
発
想
や
考
え
方
な
ど

を
よ
り
重
要
視
し
な
が
ら
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
当
て
て

い
く
と
い
う
観
点
で
、
制
度
が
出

来
上
が
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

で
き
る
限
り
信
頼
の
お
け
る
事

業
所
に
運
営
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
民
間
の

方
々
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
村
づ

く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　

プ
ラ
ス
の
効
果
が
働
く
も
の
に

つ
い
て
は
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
委
員

　
　
　
　

本
村
の
よ
う
に
小
さ
な

自
治
体
は
財
源
を
地
方
交
付
税
に

頼
っ
て
い
る
。
こ
の
地
方
交
付
税

は
住
民
の
数
や
土
地
の
面
積
で
決

ま
る
も
の
？

　
　

地
方
交
付
税
は
村
の
歳
入
の
か

な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
る
。
人

口
や
学
校
の
数
、
道
路
の
延
長
だ

な
ど
を
点
数
に
し
て
、
積
み
上
げ

た
も
の
が
地
方
交
付
税
と
し
て
地

方
に
配
分
さ
れ
る
。

▽
地
方
交
付
税

村
長

  

決
算
委
員
会
９
月
11
～
14
日 ▽

鳥
獣
被
害

　
　

対
策
事
業

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
数

は
？

　
令
和
７
年
度
の
エ
ゾ
シ
カ
の
捕

獲
数
は
２
５
９
９
頭
。

吉
田
保
博
委
員

　

ヒ
グ
マ
の
捕
獲
数
は
？

　

箱
罠
で
４
頭
捕
獲
し
て
い
る
。

３
６
８
８
万
円

産
業
振
興
課
長

　議会の傍聴お待ちしています。
次回定例会は12月10日(木)10時～役場2階（予定）

議会だよりは要約されています。議会だよりは要約されています。
臨場感ある本会議場へお越しください。臨場感ある本会議場へお越しください。

副
村
長

▽
集
団
検
診
の

　
　

受
診
率
は

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

本
村
は
集
団
検
診
の
受

診
率
が
高
い
と
聞
く
が
、
受
診
率

は
？

　
　

特
定
検
診
の
受
診
者
が
２
２
１

人
で
受
診
率
が
約
46
％
。

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
で
は
１
５
５
人
の
約

40
％
。

　

20
か
ら
39
歳
ま
で
の
生
活
習
慣

病
予
防
検
診
で
は
受
信
者
21
人
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
で
は
、
胃

が
ん
検
診
が
39
％
、
肺
が
ん
検
診

が
約
40
％
、
大
腸
が
ん
検
診
が
約

37
％
、
前
立
腺
が
ん
検
診
が
約

17
％
、子
宮
が
ん
検
診
が
約
27
％
、

乳
が
ん
検
診
が
約
30
％
と
な
っ
て

い
る
。

保
健
福
祉
課
参
事

産
業
振
興
課
長

▽
大
型
バ
ス

　
　

運
行
委
託

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

村
の
大
型
バ
ス
の
運
行

状
況
は
？

　
令
和
７
年
度
は
日
数
で
１
９
１

日
、
運
行
回
数
は
２
１
５
回
と

な
っ
て
い
る
。

９
５
１
万
円

管
理
課
長

▽
給
食
費

　

無
償
化
事
業

１
３
９
８
万
円

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

給
食
費
の
１
食
あ
た
り

の
単
価
は
？

　

小
学
校
で
２
８
７
円
、
中
学
校

で
３
３
５
円
を
目
安
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。
こ
れ
に
前
年
度
の
実

績
や
物
価
上
昇
、
必
要
な
栄
養
な

ど
を
考
慮
し
て
い
る
。

管
理
課
長

▽
鶴
小
の
電
気

　

代
の
推
移
は

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

以
前
、
鶴
居
小
学
校
の

電
気
料
金
が
高
か
っ
た
が
？

　
令
和
５
年
に
年
間
電
気
料
金
が

２
２
０
０
万
円
を
超
え
、
原
因
を

調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

調
査
を
踏
ま
え
使
用
方
法
を
改

善
し
た
結
果
、
令
和
６
年
度
が

管
理
課
長

１
６
０
０
万
円
、
令
和
７
年
度
が

１
３
０
０
万
円
と
な
り
電
気
料
金

を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

総
括
質
問

※
地
方
交
付
税
と
は
、
国
が
集
め

た
税
金
の
一
部
を
、
地
方
自
治
体

へ
配
分
す
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

　

ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
、

道
路
や
学
校
、
ご
み
処
理
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
一
定
の
水
準
で

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

表
紙
の
写
真

　

今
回
の
表
紙
の
写
真

は
、
議
会
事
務
局
長
が
10

月
上
旬
の
夜
８
時
半
く
ら

い
に
鶴
居
村
某
所
の
南
の

夜
空
を
撮
影
し
た
写
真
で

す
。　

　

実
は
、
天
の
川
を
キ
レ

イ
に
撮
影
す
る
の
は
難
し

く
て
、
何
度
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。

　

ま
た
、
暗
い
と
こ
ろ
で

撮
影
す
る
の
で
、
ク
マ
が

現
れ
る
の
で
は
と
い
う
恐

怖
と
も
戦
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

皆
さ
ん
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

　

素
晴
ら
し
い
写
真
で
す

よ
ね
。　

今
後
も
期
待
で

す
。



松井廣道議長

　第３回定例会は 9月10日に開会し、14日に閉会しました。
　村長からの提出議案は15件で、内訳は報告 1件、決算認
定 7件、専決処分 1件、人事案件 1件、補正予算 4件、条
例案件 1件です。議員発議案は 5件で、すべての議案が原
案通り可決されました。
　一般質問では、7議員が10項目の質問で村政を問いました。

定例会のあらまし

８議会だよりつるい　№191№ 191

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
10
～
14
日令和７年度各会計補正予算

会計別 補正額 総　額 議決の内容
一 般 会 計 1億2349万2千円　　 53億3880万9千円 全員賛成により可決
国民健康保険特別会計 1162万6千円　 3億6132万6千円 全員賛成により可決
診 療 所 特 別 会 計 846万6千円 1億0524万5千円 全員賛成により可決
介 護 保 険 特 別 会 3860万0千円 3億4731万0千円 全員賛成により可決

新たな高齢者入居施設の 建設に調査委託
　　　　　                    議員が注目      した事業は？

９ 議会だよりつるい　№191№ 191　　

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
10
～
14
日

▽
坂さ

か

本も
と　

和か
ず

也な
り  

さ
ん

　
　
　
　
　

再
任
（
52
歳
）

　

任
期
は
10
月
１
日
か
ら
４
年
間

▽
教
育
委
員
の
任
命

９月議会
でどんな
ことを？

９
月
定
例
会

▶高齢者入居施設整備構想調査支援委託

　今後の方向性を判断す
るための事前調査だが、
高齢者施設を建設せずに
広域連携で補っていくこ
とも調査する？

【保健福祉課長】広域連携などについては、今
回の委託内容の中には含まれていない。あくま
でも村の介護サービス資源などを調査するもの
で、高齢者入所施設と在宅サービスなどについ
て、望ましい姿とか、かかる費用などを調査す
る内容となっている。

及川満浩議員

板宏哉議員

松井洋和議員

佐藤吉人議員

松井俊治議員

▼
教
育
委
員
と
は
？

　
「
教
育
委
員
」
は
、
地
域
の
教

育
を
つ
く
る
重
要
な
役
割
を
持
つ

人
た
ち
で
す
。

　

学
校
の
教
育
方
針
や
予
算
、
教

員
の
配
置
な
ど
、
教
育
の
基
本
的

な
方
向
性
を
決
め
る
役
目
で
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

形
づ
く
る
大
事
な
仕
事
で
あ
り
、

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役

で
も
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
の
主
な
役
割
は
、
教

育
方
針
を
決
め
、
教
育
予
算
を
承

認
し
、
学
校
全
体
の
運
営
を
見
守

る
こ
と
で
す
。

　今回、大きな予算を使
い調査を行うことにした
が、調査をせずに判断を
することもできたと思う
が？

【村長】現在、えんれい荘が稼働しているので、
この施設のサービスがあることを前提に、意識
調査を実施したり内部協議を行ってきた。最終
判断はこの調査の先にあると思っている。
　大きな事業費がかかるなど鶴居村の将来にも
かかわるものなので、慎重に判断しなければな
らない。
　既存施設の継続が前提にならなければ、議論
が前に進まないと考えている。

　この委託調査の期限は
３月末となっているが、
委託業者には最終的にど
のようなものを提示して
もらうことになっている
のか？

【保健福祉課長】デイサービスやホームヘルプ
サービス、高齢者配食サービス、訪問リハビリ
テーションなど村で行っている事業のほか、医
療法人に委託している事業などの介護サービス
資源を調査する。また、現在、介護保険事業計
画を作成しているので、今後の介護サービスの
需要や高齢者の推移などを組み合わせながら、
望ましい介護サービスのあり方を施設や在宅
サービスを含め調査してもらう。

▶不良空家等除却補助金

▶アイヌ祭具購入費

１７９３万円

　今回は 70 万円の補正
だが、どのような空家を
解体するのか？

【企画財政課長】今年度は重点不良空家の解体
費用として 300 万円を予算化していた。今回
の 70 万円は、重点不良空家ではなく、空家等
除却事業で解体したものに補助した。
　

　アイヌ祭具とはどうい
うものか？

【社会教育課長】今回購入するアイヌ祭具とは、
神や先祖と人間を仲介するための木製の道具の
ことで、「タカイサラ」というお椀と「トュキ」
という杯、「イクパスイ」というへら状の道具、
それらを収納する「シントコ」という容器、「ゴ
ザ」を購入する。

　７０万円

　５０万円

吉田保博議員



松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

報告
令和７年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告　
財政健全化を判断する比率の報告。本村は問題なし。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分
令和８年度一般会計補正予算（第２号）
高齢者入居施設整備構想調査委託の計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例の改正
村印鑑条例の一部改正
主にコンビニで印鑑証明書を交付するときに利用者の証明に関する改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度決算の認定
一般会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
国民健康保険特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
診療所特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護保険特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
後期高齢者医療特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
簡易水道事業会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農業集落排水事業会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度補正予算
一般会計（第３号）
主に物価高騰対策などの増額補正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定による補正。 賛成多数 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

診療所特別会計（第２号）
主に新医師採用にかかる経費などの補正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険特別会計（第２号）
主に前年度繰越金の確定などの補正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

任命
教育委員会委員の任命（坂本和也さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
意見書（国に提出）
国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自衛隊員の処遇改善及び退職自衛官の再就職促進に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地域公共交通の維持に向けた法整備及び財政措置の拡充を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地方財政の充実・強化に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
不妊治療に係る経済的負担の軽減及び支援の充実を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
議
長
採
決
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

賛成：〇
反対：×
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９月定例会
審議した議案と結果

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
10
～
14
日
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一般質問一般質問

　松
まつ

井
い
　洋

ひろ
和
かず

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P15
①日本で最も美しい連合に加盟して

　板
いた

　宏
ひろ

哉
や
　議員　　　　　　　　　　　 　　　　　P13

①スポーツ振興助成金の公平性

７
人
の
議
員
が

７
人
の
議
員
が
1010
項
目
の
質
問

項
目
の
質
問

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　佐
さ
藤
とう

　吉
よし

人
ひと

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P12
①釧路湿原国立公園 40 周年に向けた取り組みは
②診療所に新医師が就任。往診を

　及
おい

川
かわ

　満
みち

浩
ひろ

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P16
①学校補助教材の保護者負担軽減を
②アイヌ民族への対応姿勢は

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
　　　―（15.00） 　　　―（20.00） 　　　6.7（25.0） 　　　―（350.0）

特別会計の名称 資金不足比率
水道特別会計 　―　（20.0）

農業集落排水事業特別会計 　―　（20.0）　

○健全化判断比率 （単位：％）

※実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担額がない場合は「―」と標記する。
　カッコ内の数字は早期健全化基準を示す。

※資金不足額がない場合は「―」と標記する。カッコ内の数字は早期健全化基準を示す。

（単位：％）○資金不足比率

▽
財
政
は
健
全

　

令
和
７
年
度
決
算
で
の
健
全
化

判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
良

好
な
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
を
超

え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
や
外
部

監
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　吉
よし

田
だ
　保

やす
博
ひろ

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P17
①希の杜第２期分譲地の販売は

　大
おお

津
つ
　泰

やす
則
の り

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P14
①村長が日本で最も美しい連合の会長就任
②桜公園でのキャンプ場再開を

　松
まつ

井
い
　俊

しゅん
治
じ
　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P18

① U ターン家業・農業継承の支援を

入
院
中
で
す
。
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佐
藤 

１
９
８
７
年
７
月
31

日
に
北
海
道
内
で
は

６
番
目
、
全
国
で
は
28
番
目
の
我

が
国
最
初
の
湿
原
単
独
国
立
公
園

で
あ
る
釧
路
湿
原
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

湿
原
と
言
え
ば
自
然
唱
歌
「
夏

が
く
れ
ば
思
い
だ
す
」
の
日
光
国

立
公
園
北
部
に
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
も

有
名
で
す
が
、
近
年
で
は
我
が
国

最
大
の
湿
原
面
積
を
誇
る
釧
路
湿

原
に
訪
れ
た
い
と
い
う
人
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
を
私
も
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
次
年
度
２
０
２
７
年

は
、
釧
路
湿
原
が
国
立
公
園
指
定

を
う
け
て
40
周
年
の
記
念
の
年
に

な
り
ま
す
。
関
係
官
庁
で
も
、
す

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

40 周年を迎えるが、村としての取り組みは？
釧路湿原国立公園 40 周年
村長　指定 40 周年を盛り上げていく

村
長 

関
係
市
町
村
で
は
、

す
で
に
記
念
事
業
の

企
画
準
備
な
ど
の
作
業
に
着
手
し

て
お
り
、
担
当
者
間
で
実
行
委
員

会
組
織
を
立
ち
上
げ
、
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

（
視
察
・
体
験
ツ
ア
ー
）
な
ど
の

協
議
検
討
な
ど
、
事
務
を
執
り
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
指
定
40
周
年
を

迎
え
て
い
く
中
で
、
庁
舎
な
ど
の

施
設
に
横
断
幕
や
懸
垂
幕
を
設
置

す
る
ほ
か
、
現
在
、
環
境
省
が
進

め
る「
釧
路
湿
原
国
立
公
園
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
計

画
」
の
策
定
内
容
な
ど
も
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、
釧
路
湿
原
の
保
護

保
全
や
利
活
用
の
機
運
醸
成
に
努

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
関
係
市
町
村
で
は
、

自
治
体
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
行
事
な

ど
に「
釧
路
湿
原
国
立
公
園
指
定

40
周
年
記
念
」
の
冠
を
付
し
、
記

佐
藤 

今
年
度
よ
り
村
立
診

療
所
が
村
直
営
と
な

り
、
今
月
よ
り
新
し
い
医
師
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
医
師
は
往
診
に

対
し
て
前
向
き
と
の
話
も
お
聞
き

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
宅
か
ら
の
移
動
も

大
変
な
高
齢
者
が
多
く
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
村
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
往
診
を
勤
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
組
み
込
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

診
療
所
に

　
　

新
医
師
が
就
任

村
長 

今
月
か
ら
新
し
い
診

療
所
所
長
と
し
て
竜た

つ

野の

真ま

維い

医
師
を
村
の
職
員
と
し
て

採
用
し
ま
し
た
。

　

竜
野
所
長
は
、
内
科
・
総
合
診

療
科
を
専
門
科
目
と
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
東
京
都
や
高
知
県
な
ど
の
病

院
や
専
門
機
関
で
の
勤
務
を
経
験

し
、
前
職
の
総
合
病
院
で
は
、
山

間
部
や
離
島
な
ど
の
病
棟
や
外

来
、
訪
問
診
療
な
ど
に
も
携
わ
っ

て
お
り
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
た
方

で
す
。

　

竜
野
所
長
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

診
療
所
業
務
の
全
般
を
掌
握
し
て

い
た
だ
く
中
で
、
村
内
医
療
の
確

保
に
向
け
て
往
診
を
含
め
た
在
宅

医
療
サ
ー
ビ
の
充
実
な
ど
に
努
め

て
い
た
だ
く
考
え
で
い
ま
す
。

　

本
村
と
し
て
も
、
安
心
を
確
保

し
た
１
次
医
療
の
役
割
な
ど
を
果

た
し
て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き

地
域
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

で
に
次
年
度
に
向
け
て
の
メ
モ
リ

ア
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
聞
こ
え
て

き
て
い
ま
す
が
、
鶴
居
村
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

念
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
関
係

市
町
村
に
よ
る
取
り
組
み
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
貴
重
な
自
然
環
境

の
保
護
保
全
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
、
釧
路
川
流
域

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く

利
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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板
いた

 宏
ひろ

哉
や
 議員

板 

本
村
で
は「
鶴
居
村
ス
ポ
ー

ツ
振
興
助
成
条
例
」
に
基

づ
き
、
村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

個
人
が
全
道
・
全
国
規
模
の
事
業

や
競
技
会
に
参
加
す
る
際
、
遠
征

旅
費
な
ど
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
社
会
環
境
の
変
化

や
競
技
の
多
様
化
に
伴
い
、
現
行

制
度
と
実
態
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
以
下
の
３
点
に
つ
い
て
教

育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
助
成
対
象
と
な
る
大
会
の
認
定

基
準
と
公
平
性
の
確
保
に
つ
い
て

　

現
在
の
条
例
で
は
、
国
・
道
主

催
の
事
業
や
各
種
競
技
連
盟
な
ど

の
北
海
道
大
会
お
よ
び
最
終
競
技

会
が
対
象
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
村
民
か
ら
は
「
地
区
大
会
が

存
在
し
な
い
競
技
は
対
象
外
と
さ

れ
て
い
る
」と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
具
体
的
な
認
定
・
運
用
基

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
地
区
予
選
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
公
式
な
全
道
・
全
国
大
会
へ
挑

む
子
ど
も
た
ち
を
公
平
に
支
援
す

る
見
直
し
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

②
１
人
あ
た
り
の
年
間
助
成
上
限

お
よ
び
利
用
回
数
の
規
定
に
つ
い

て
　

現
在
の
条
例
に
お
け
る
１
人
あ

た
り
の
年
間
上
限
額
や
交
付
回
数

の
規
定
の
有
無
と
、特
定
の
選
手
・

団
体
へ
の
偏
り
や
複
数
回
出
場
時

の
公
平
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し

て
い
る
の
か
、
現
状
の
運
用
と
今

後
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

③
物
価
・
宿
泊
費
高
騰
を
踏
ま
え

た
助
成
単
価
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

現
行
の
宿
泊
料
規
定
の
、
道
内

１
人
１
泊
９
８
０
０
円
、
道
外

１
万
９
０
０
円
は
、
近
年
の
宿
泊

費
の
高
騰
を
考
慮
す
る
と
保
護
者

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
実
態
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

教
育
長 

①
現
行
の「
鶴
居

村
ス
ポ
ー
ツ
振

興
助
成
条
例
」
ほ
か
施
行
規
則
な

ど
の
基
準
で
は
、
関
係
団
体
な
ど

を
代
表
し
て
出
場
す
る
も
の
に
対

し
て
助
成
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
対
象
と
な
る
事
業
や
競
技

会
に
つ
い
て
は
、
国
ま
た
は
北
海

道
が
主
催
す
る
も
の
の
他
、
日
本

体
育
協
会
や
北
海
道
体
育
協
会
、

全
日
本
各
種
競
技
連
盟
や
北
海
道

各
種
競
技
連
盟
、
中
体
連
が
実
施

す
る
事
業
や
競
技
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

質
問
に
あ
る「
地
区
大
会
が
存

在
し
な
い
競
技
は
対
象
外
と
さ
れ

て
い
る
」
と
の
声
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
地
区
大
会
な
ど
が
な

く
と
も
、
関
係
す
る
競
技
団
体
に

お
い
て
推
薦
や
選
抜
さ
れ
た
際
な

ど
に
つ
い
て
も
助
成
の
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
オ
ー
プ
ン
参
加
型
な
ど

の
全
国
大
会
な
ど
に
は「
対
象
外
」

スポーツ振興の助成金
教育長　認定基準などの見直しを検討

社会環境の変化や競技の多様化で制度と実態にギャップ？

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
公
式
な
統
括
団
体
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
機
関
な
ど
が

主
催
す
る
事
業
や
大
会
で
あ
る
か

な
ど
、
認
定
基
準
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

②
現
行
の
規
定
な
ど
で
は
、
一
人

当
た
り
の
年
間
上
限
額
や
交
付
回

数
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
は
設

け
て
い
ま
せ
ん
。

　

各
競
技
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者

や
標
準
記
録
な
ど
、
一
定
基
準
を

ク
リ
ア
し
た
も
の
、
推
薦
や
選
抜

な
ど
に
よ
り
出
場
す
る
も
の
に
対

し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
特
定
の
選

手
・
団
体
へ
の
偏
り
は
な
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

③
現
行
の
宿
泊
料
規
定
は
、
鶴
居

村
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
基
準
を
改

正
し
た
当
時（
平
成
19
年
）
の
基

準
に
基
づ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
当
時
に
比
べ

て
も
、
宿
泊
費
が
高
騰
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
財
政
当
局
と
も
協
議
し

ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

が
、
助
成
単
価
の
見
直
し
を
検
討

す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。
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松
井
洋
和
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大
津 

大
石
村
長
は
、
本
年

２
０
２
６
年
６
月
の

連
合
の
総
会
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
鶴
居
村
に
と
っ
て
大
変

意
義
深
く
、「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
は
全
国
57
の
町
村
と

地
域
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
会
長
就
任
に
よ
り
、
全
国
に
向

け
た
鶴
居
村
の
情
報
発
信
や
知
名

度
向
上
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
村
民
に
と
っ
て
も
名
誉
な
こ

と
と
思
う
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
立
場
の

強
み
を
踏
ま
え
鶴
居
村
と
し
て
今

大
おお

津
つ
泰
やす

則
の り

 議員

一
般
質
問   

大
津
泰
則

会長に就任したことで、今後どのように進めるのか？
日本で最も美しい連合の会長就任
村長　地域を元気にする組織へ発展させる

松
まつ

井
い
洋
ひろ

和
かず

 議員

松
井 

鶴
居
村
は
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
」

に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

は
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
持

つ
美
し
い
町
や
村
や
地
区
が
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
を
宣
言
す

る
こ
と
で
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を

持
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い

地
域
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
活

性
化
と
自
立
を
住
民
自
ら
の
手
で

推
進
す
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
生
活
の
営
み
に
よ

り
形
成
さ
れ
て
き
た
景
観
・
環
境

や
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
、
こ

れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
観
光
的

付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
の
資
源

の
保
護
と
地
域
経
済
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、

①
実
際
に
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
に
か
か
る
年
間
の
経
費
と
活

動
内
容
を
伺
い
ま
す
。

②
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に

加
盟
で
き
る
条
件
と
継
続
す
る
た

め
の
審
査
内
容
を
伺
い
ま
す
。

③
２
０
０
８
年
の
加
盟
か
ら
18
年

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
加
盟
し
た

こ
と
に
よ
る
効
果
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

当
連
合
は
、
失
わ
れ

た
ら
二
度
と
取
り
戻

せ
な
い
農
山
魚
村
の
景
観
や
環

境
、
文
化
が
消
え
失
せ
る
と
い
う

危
機
感
を
抱
い
た
当
時
の
町
村
長

有
志
や
民
間
企
業
人
な
ど
が
中
心

と
な
っ
て
、
平
成
17
年
に
発
足
し

た
組
織
で
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は「
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
住
ま
う
暮
ら
し
」「
酪
農
大

地
の
景
観
」
を
登
録
地
域
資
源
と

し
て
、平
成
20
年
10
月
に
加
盟
し
、

以
来
18
年
の
歳
月
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

後
、
連
合
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど

の
よ
う
な
観
光
施
策
や
地
域
振
興

施
策
に
結
び
付
け
て
い
く
の
か
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
連
合
に
参
加
す
る

全
国
57
の
町
村
と
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
観
光
振
興
や

広
域
連
携
の
充
実
な
ど
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
」
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
村
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

日本で最も美しい連合に加盟して
村長　加盟地域との連携で多面的な効果

加盟から 18 年経過したが効果についての考えは？

保
護
す
る
公
的
規
制
や
住
民
参
加

に
よ
る
取
り
組
み
、
経
済
的
自
立

へ
の
努
力
な
ど
が
審
査
項
目
と
さ

れ
て
お
り
、
結
果
は
Ａ
ラ
ン
ク
か

ら
Ｄ
ラ
ン
ク
の
四
段
階
で
格
付
け

さ
れ
、
Ｃ
ラ
ン
ク
以
上
の
総
合
評

価
に
よ
り
加
盟
が
継
続
さ
れ
ま

す
。 

③
村
民
自
ら
が
、
花
壇
の
造
成
や

環
境
整
備
な
ど
に
日
々
取
り
組
む

姿
そ
の
も
の
が
、村
の
「
美
し
さ
」

の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
近

年
で
は
「
村
は
美
し
い
村
連
合
に

加
盟
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識

が
、
地
域
や
村
民
の
中
に
着
実
に

浸
透
し
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
の
面
や
移
住

定
住
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、

少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
き
た
も
の

と
考
え
る
と
同
時
に
、
こ
の
春
の

太
陽
光
発
電
施
設
か
ら
タ
ン
チ
ョ

ウ
な
ど
の
生
息
環
境
を
守
る
取
り

組
み
に
全
国
か
ら
支
援
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
美
し
い
村
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

な
く
、地
域
資
源
の
価
値
を
高
め
、

利
益
を
地
域
に
還
元
す
る「
伴
走

型
組
織
」
と
し
て
活
動
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
報
の
充
実
や
加
盟
地
域
間
の

情
報
共
有
、
組
織
基
盤
の
強
化
、

支
援
企
業
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組

み
、「
守
る
組
織
」
か
ら「
地
域
を

元
気
に
す
る
組
織
」
へ
発
展
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大
津 

桜
公
園
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
拡
大
す
る

以
前
は
、
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
が

訪
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
現
在
は
、

公
園
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
桜
公
園
の
キ
ャ
ン
プ

場
再
開
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

桜
公
園
で
の

キ
ャ
ン
プ
場
再
開
を

村
長 

「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
の
３
代
目

会
長
に
就
任
し
、
加
盟
地
域
や
支

援
企
業
と
と
も
に
、
美
し
い
村
づ

く
り
や
地
域
振
興
を
先
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
や
釧
路
湿
原
国
立
公
園
な
ど
の

地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
・
地

域
振
興
の
成
果
を
全
国
に
還
元
で

き
る
姿
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
気
候
変
動
な
ど
の
課
題
を

踏
ま
え
、
従
来
の
理
念
を
進
化
さ

せ
、
景
観
や
文
化
を
守
る
だ
け
で

村
長 

庁
内
で
も
再
開
な
ど

に
つ
い
て
協
議
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

桜
公
園
を
再
び
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、
従
前

の
無
料
開
放
に
よ
る
施
設
の
運
用

や
管
理
は
困
難
で
あ
る
と
と
も

に
、
利
用
客
を
把
握
す
る
予
約
制

度
や
利
用
料
の
徴
収
す
る
仕
組
み

な
ど
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま

す
。

　

一
方
で
、
公
園
が
河
川
敷
に
位

置
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し

て
再
整
備
し
利
用
料
を
徴
収
す
る

に
は
、
河
川
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化

制
度
に
基
づ
き
、
河
川
管
理
者
で

あ
る
北
海
道
か
ら「
都
市
・
地
域

再
生
等
利
用
区
域
」
の
指
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
桜
公
園

を
新
た
に
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
活

用
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
課
題

を
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
広
範
な
視
点
や
角
度
か
ら

協
議
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
施
設

機
能
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
事
務

を
執
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

①
当
連
合
に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ

る
年
間
経
費
は
、
昨
年
度
は
約

２
４
０
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
お

り
、
主
な
内
訳
は
、
連
合
へ
の
負

担
金
で
28
万
３
千
円
、
道
内
加
盟

９
町
村
で
構
成
す
る
北
海
道
連
携

会
議
負
担
金
で
20
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
連
合
本
体
の
定
期
総
会

や
理
事
会
、
役
員
会
、
東
京
都
内

で
開
催
さ
れ
た
20
周
年
記
念
式
典

や
美
し
い
村
ま
つ
り
、
北
海
道
連

携
会
議
が
主
催
し
た
物
販
事
業
な

ど
の
活
動
に
係
る
経
費
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

②
加
盟
に
当
た
っ
て
の
前
提
条
件

に
つ
い
て
は
、
自
治
体
や
地
域
の

人
口
が
概
ね
１
万
人
以
下
で
あ
る

こ
と
、
地
域
資
源
を
２
項
目
以
上

有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
地
域

資
源
を
活
か
す
活
動
が
あ
る
こ
と

な
ど
の
３
項
目
の
要
件
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

審
査
は
、
加
盟
後
５
年
毎
に
連

合
が
選
任
す
る
大
学
教
授
な
ど
の

資
格
審
査
委
員
が
村
内
視
察
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
評
価
基
準
は
、
景
観
を
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吉
よし

田
だ
保
やす

博
ひろ

 議員

一
般
質
問   

吉
田
保
博

議会だよりつるい　№191№ 191　　

吉
田 

希の
ぞ
みの

杜
第
２
期
分
譲

地
は
宅
地
造
成
工
事

も
終
了
し
、
新
分
譲
地
販
売
促
進

事
業
と
し
て
７
４
５
万
７
千
円
を

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
を
見
て
み
る
と
入
り
口
に

通
行
止
め
の
看
板
設
置
が
あ
り
、

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
ま
し
た
。
区

画
線
も
な
く
立
て
札
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
販
売
促
進
さ

れ
て
い
く
の
か
考
え
を
伺
い
ま

す
。

ら
全
24
区
画
の
販
売
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
既
に
数
件
の
分

譲
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
質
問
に
あ
る
現
地
の

状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
分
譲
地

入
口
の
通
行
止
め
看
板
に
つ
い
て

は
、
去
る
８
月
27
日
付
け
の
村
道

路
線
供
用
開
始
の
告
示
に
よ
り
撤

去
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
分
譲
地

村
長 

こ
れ
ま
で
村
は
、
地

域
活
性
化
や
人
口
減

少
対
策
な
ど
の
た
め
に
、
下
幌
呂

地
区
と
幌
呂
市
街
地
区
、
さ
ら
に

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

希
のぞみ

の杜第２期分譲地の販売は
村長　雑草除去は発注済、販売促進に努める

区画線や立て看板もなく、雑草が繁茂しているが。

鶴
居
市
街
地
区
に
分
譲
宅
地
を
造

成
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
下

幌
呂
地
区
や
幌
呂
市
街
地
区
に
つ

い
て
は
、
既
に
全
区
画
の
分
譲
を

終
え
、
一
定
の
成
果
を
確
保
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
下

幌
呂
希
の
杜
団
地
内
に
第
２
期
の

分
譲
地
を
造
成
し
、
去
る
７
月
か

16

及
川 
文
部
科
学
省
は
、
全

国
の
自
治
体
や
教
育

委
員
会
に
対
し
、
保
護
者
が
購
入

し
て
い
る
小
中
学
校
の
補
助
教
材

を
、
学
校
の
備
品
と
し
て
整
備
す

る
よ
う
検
討
を
求
め
る
通
知
を
出

し
ま
し
た
。

　

通
知
の
ね
ら
い
は
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
で
す
が
、
保
護
者
の
負

担
で
購
入
し
て
い
た
補
助
教
材

（
算
数
セ
ッ
ト
、
彫
刻
刀
、
裁
縫

セ
ッ
ト
な
ど
）
を
学
校
備
品
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
で
、
負
担
軽
減

を
図
っ
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

①
文
部
科
学
省
で
は
地
方
財
政
措

置
を
講
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
提
示
さ
れ
て
い

る
の
か
。

及
おい

川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

一
般
質
問   

及
川
満
浩

議会だよりつるい　№191№ 191

算数セット、彫刻刀、裁縫セットなどを学校備品としては？
学校補助教材の保護者負担軽減を
教育長　使用状況を考え慎重に判断

及
川 

２
０
０
７
年
に
国
連

に
よ
る
「
先
住
民
族

に
関
す
る
権
利
宣
言
」
が
契
機
と

な
り
、
日
本
で
も
ア
イ
ヌ
民
族
を

先
住
民
族
と
初
め
て
明
記
し
た
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
法
（
通
称
ア
イ
ヌ

新
法
）
が
２
０
１
９
年
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
鶴
居
村
に

お
い
て
は
具
体
的
な
対
応
が
あ
ま

り
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

①
「
通
称
ア
イ
ヌ
新
法
」
に
対
す

る
村
の
解
釈
を
伺
い
ま
す
。

②
ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
の
何
ら
か
の

要
請
が
あ
る
場
合
、
村
で
も
検
討

ア
イ
ヌ
民
族
へ
の

　
　
　

対
応
姿
勢
は

②
各
教
育
委
員
会
に
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
学
校
向
け
用
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
を
促
し
て
い
る
が
現

状
は
ど
う
か
。

③
来
年
度
に
向
け
て
、
予
算
措
置

な
ど
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
と
思

う
が
、
具
体
的
検
討
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

④
物
品
の
選
定
に
関
し
て
は
、
学

校
の
教
育
現
場
や
家
庭
で
の
利
用

も
踏
ま
え
る
べ
き
で
、
慎
重
な
判

断
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

備
品
、
学
校
管
理
備
品
、
さ
ら
に
、

教
育
振
興
費
と
し
て
予
算
措
置
を

行
い
、
学
校
環
境
、
学
習
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
ど
の
補
助
教
材
を
学
校
備
品
と

し
て
揃
え
、
ど
の
補
助
教
材
を
個

人
持
ち
と
す
る
か
は
、
今
後
の
使

用
状
況
な
ど
を
考
え
て
慎
重
に
判

断
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

村
長 

①
村
は
、
ア
イ
ヌ
施

策
の
推
進
の
た
め
、

具
体
的
な
事
業
を
企
画
・
実
行
す

る
役
割
を
担
い
、
地
域
の
自
主
性

に
配
慮
し
な
が
ら
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
地
域
の
ア
イ
ヌ
関

係
者
や
国
、
北
海
道
と
連
携
し
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
視
点
に
立
っ
て
、

未
来
志
向
で
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
責
務
が
あ
る
も
の
と
解
釈

し
て
い
ま
す
。

②
要
請
内
容
や
そ
の
意
向
を
十
分

に
聴
取
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
可
能
な
範
囲
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長 

①
義
務
教
育
に

お
け
る
学
校
教

材
の
整
備
に
必
要
な
経
費
は
、
地

方
交
付
税
な
ど
に
よ
る
財
政
措
置

の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
か

ら
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
ま
で

は
提
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
学
校
向
け
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
は
、
鶴
居
村
で
は
作
成

し
て
い
ま
せ
ん
。

③
来
年
度
に
向
け
て
の
予
算
措
置

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

学
校
管
理
費
の
中
の
教
材
費
お
よ

び
備
品
購
入
費
の
中
の
学
校
配
当

の
余
地
が
あ
る
の
か
。

③
小
中
学
校
に
お
い
て
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

教
育
長 

③
小
学
校
で
は
、

４
年
生
の
社
会

で「
郷
土
読
本
つ
る
い
」
を
活
用

し
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
ま
す
。中
学
校
で
は
、

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
や
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
法
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
ま
す
。

内
の
草
刈
作
業
に
つ
い
て
も
、
繁

茂
し
て
い
た
状
況
か
ら
業
務
委
託

に
よ
っ
て
今
月
中
旬
に
作
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
区
画
の
表
示
に
つ
い

て
は
、
購
入
を
検
討
さ
れ
る
方
が

現
地
で
区
画
を
確
認
し
や
す
く
す

る
た
め
の
工
夫
を
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
当
分
譲
地
の
概
要
や
村

の
各
種
支
援
制
度
な
ど
を
ま
と
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
道
内
外
で
開
催
さ

れ
る
移
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
へ
の

ブ
ー
ス
開
設
や
地
元
情
報
誌
な
ど

へ
の
掲
載
、
住
宅
販
売
メ
ー
カ
ー

な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
な

ど
、
販
売
促
進
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

販売を開始した「希の杜団地第２期分譲地」
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松
井 

本
年
３
月
の
定
例
会

で
「
鶴
居
び
と
に
帰
っ

て
き
て
も
ら
う
に
は
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
一
般
質
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
質
問
を
さ
ら
に
一

歩
進
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
村
外
へ
出
た
本
村
出

身
者
が
「
将
来
、
鶴
居
村
に
帰
り

た
い
」
と
考
え
た
と
き
、
そ
の
受

け
皿
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

特
に
、
親
が
営
ん
で
い
る
農
業

や
商
売
な
ど
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
場
合
に
は
、
単
に

住
む
場
所
や
仕
事
を
確
保
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
事
業
承
継
や
農
業

松
まつ

井
い

俊
しゅん

治
じ
 議員

一
般
質
問   

松
井
俊
治

議会だよりつるい　№191№ 191

「将来鶴居村に帰りたい」ときの受け皿が整っていることが重要。
U ターン家業・農業継承の支援を
村長　ニーズ調査や効果などの検討が必要

村
長 

本
年
３
月
の
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
、

「
鶴
居
び
と
」
を
育
む
理
念
に
つ

い
て
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

19 議会だよりつるい　№191№ 191　　

経
営
の
引
継
ぎ
、
必
要
な
設
備
投

資
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
帰
っ
て
き
て
も
ら

う
」
だ
け
で
は
な
く
、「
帰
っ
て

き
た
人
が
地
域
の
担
い
手
と
し
て

定
着
し
、
家
業
や
農
業
を
次
の
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
支

援
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
に

つ
い
て
村
長
に
伺
い
ま
す
。

①
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
だ
け
で

は
な
く
、「
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
家

業
・
農
業
承
継
」
を
１
つ
の
政
策

分
野
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
検
討

す
る
若
者
へ
の
住
宅
確
保
、就
業
・

就
農
支
援
に
つ
い
て
既
存
制
度
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
支
援
制

度
に
つ
い
て
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

②
本
年
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
村
外

に
い
る
本
村
出
身
者
に
対
し
て
家

業
承
継
を
促
す
た
め
の
情
報
発
信

や
意
向
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

関
な
ど
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
支

援
内
容
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
は

い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
支
援

を
講
じ
て
き
て
い
る
も
の
と
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の「
村
外
に
い

る
本
村
出
身
者
に
対
し
て
家
業
承

継
を
促
す
た
め
の
情
報
発
信
や
意

向
調
査
な
ど
を
実
施
」
に
つ
い
て

は
、
村
外
に
い
る
本
村
出
身
者
へ

の
直
接
的
な
接
触
は
難
し
い
も
の

と
考
え
ま
す
が
、
村
内
農
家
や
事

業
所
を
持
つ
家
庭
な
ど
を
通
じ
て

の
調
査
で
あ
れ
ば
、
一
定
程
度
の

取
り
組
み
は
可
能
と
考
え
ま
す
。

　

村
に
お
い
て
は
、新
年
度
以
降
、

村
内
に
就
業
し
た
本
村
出
身
者
に

対
し
、
奨
学
貸
付
金
の
返
済
支
援

に
向
け
た
新
た
な
拡
充
策
や
国
が

進
め
る「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
」
な
ど
を
活
用
し
て
の
新
た
な

方
策
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

議員別に定例会などでの
質問回数を数えてみました

  質問の回数ばかりではなく、 その内容や議場以外での活動も議員として大切な仕事です。

村民の皆さまに議会 ・ 議員に興味を持ってもらう一つのデータとして掲載しています。

しかし、質問の回数が直接議員を評価するものではありません。

議
員
の
質
問
回
数

今
回
は
よ
り
具
体
的
に「
家
業
・

農
業
承
継
」
に
絞
っ
た
質
問
で
あ

る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
質
問
内

容
は
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

視
点
で
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
点
目
の「
Ｕ
タ
ー

ン
に
よ
る
家
業
・
農
業
承
継
」
の

た
め
の
総
合
的
な
支
援
制
度
に
つ

い
て
で
す
が
、
特
定
の
分
野
に

絞
っ
た
場
合
、
そ
の
ニ
ー
ズ
の
有

無
や
実
際
の
事
業
効
果
な
ど
の
検

討
が
必
要
で
す
。

　

村
は
こ
れ
ま
で
、
農
業
や
商
工

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
担

い
手
対
策
を
含
め
た
農
業
経
営
へ

の
支
援
や
新
規
起
業
な
ど
、
そ
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
応
じ
た

制
度
へ
の
変
更
・
拡
充
な
ど
、
各

般
の
施
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
役
場
内
の
各
部
局
や
釧

路
丹
頂
農
協
、
商
工
会
や
金
融
機

令和９年４月に議員選挙があります。
町村議員は全国的になり手不足です。町村議員は全国的になり手不足です。

若者や女性の立候補をお待ちしています。若者や女性の立候補をお待ちしています。

松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

令和５年度の合計一般質問回数 4 7 3 2 10 1 8 3

令和５年度の合計質問回数 59 48 34 7 75 4 27 37

令和６年度の合計一般質問回数 2 6 4 4 5 0 6 2

令和６年度の合計質問回数 30 29 45 14 78 12 16 31

令和７年度の合計一般質問回数 4 6 4 4 6 1 8 4

令和７年度の合計質問回数 54 57 35 8 74 14 34 42

令和５～７年度の合計一般質問回数 10 19 11 10 21 2 22 9

令和５～７年度の合計質問回数 143 134 114 29 227 30 77 110

令和８年５月　臨時会　議案 0 0 0 0 2 0 0 0

令和８年６月　定例会　一般質問　 1 1 1 0 2 0 2 1

令和８年６月　定例会　議案 1 4 2 0 3 0 1 3

令和８年９月　定例会　一般質問 1 1 1 2 2 2 1

令和８年９月　定例会　議案 2 3 3 0 4 2 2

令和８年９月　決算特別委員会 19 13 34 2 12

令和８年度の合計質問回数 5 28 20 2 47 0 9 19

委員長

議会名
（
注
）
議
長
は
質
問
し
ま
せ
ん
。

入
院
中

監査

議員報酬 月額報酬
議　員 250,000 円
委員長 276,000 円
副議長 303,000 円
議　長 364,000 円
期末手当 4.65 か月分

選挙年 議員定数 選挙結果
1999 12 選挙（立候補者 13人）
2003 12 無投票
2007 10 無投票
2011 10 選挙（立候補者 11人）
2015 9 選挙（立候補者 11人）
2019 9 選挙（立候補者 12人）
2023 9 選挙（立候補者 10人）
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　実は私たち家族は、鶴居村に一度も足を踏み入れないまま移住しました。
　私も妻も自然が好きで、以前から「北海道の自然豊かな地域に移住したい」と話していま
した。ある日、移住先を探している中で「鶴居村」という名前を目にした瞬間、私は直感的
に「ここだ。ここしかない」と感じました。その日のうちに住まい探しと移住の準備を始め、
鶴居村を訪れることのないまま移住することになりました。
　今振り返ると、家族がいる身としては、かなり思い切った決断だったと思います。移住の
経緯を村の方々にお話しすると、多くの方に驚かれます（笑）。それでも、あのときの直感
と決断には、とても感謝しています。

　鶴居村の自然は、四季折々にさまざまな表情を見せてくれます。私が特に好きなのは秋と
冬です。秋は、からりと晴れた日に色づき始めた木々を眺めるのが好きです。冬は、きんと
冷えて澄んだ空気の中を飛ぶタンチョウの姿が、まるで絵画のように美しく感じられます。
　自然だけでなく、鶴居村に暮らす方々の温かさにも日々支えられています。頂き物をした
り、子どもたちに優しく声をかけていただいたりする度に、この村に住んでいることへの安

人と自然が共生しているこの村が大好きです。

心感と繋がりのありがたさを感じてい
ます。　
　これからは、鶴居村の自然や暮らし
を享受するだけでなく、地域の一員と
して、村のことを学びながら自分にで
きることから少しずつ関わっていきた
いと思っています。皆さんや鶴居村の
自然からいただいたご縁に感謝し、こ
れからの暮らしの中で少しでもお返し
ができればと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします。

　皆さん、初めまして。
　2025 年 8 月に鶴居村へ移住してきました、山本泰佑

（やまもとたいすけ）と申します。妻と 2 人の子どもと
暮らしています。

　札幌市出身で、高校卒業後は飲食店に勤務していまし
た。その後、海上自衛隊に入隊し、約6年間勤務しました。
退職後は札幌に戻り、プログラマーとして働いたのち独
立。現在は妻とともに「株式会社山本技術」を設立し、
Web・モバイルアプリケーションの開発や、イラスト・
グッズの制作などを行っています。
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